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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で小幅に下落となりました。円高米ドル安の進
行による、日本企業の輸出採算悪化懸念から、週
初は売り優勢でスタートしましたが、米国市場で
金融株が上昇した流れを引き継ぎ週央は上昇し、
2万円台を回復しました。週末は、米ハイテク株
安の流れを受けて、半導体関連株や電子部品株に
売りが優勢となり下落しました。（週末引け値：
19,952.33円）

 週間では、日経平均株価は0.04％の下落、東証株
価指数は0.63％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年7月31日～8月4日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で小幅に下落となりました。新規の材料に乏しく、
週を通じて一進一退の展開となりました。低調な米
経済指標を背景に3日（木）の米長期金利が低下し
た流れが波及したことから、週末は、前日比で下落
となりました。（週末引け値：0.065％）

 週間では、0.011％の下落となりました。

（審査確認番号H29-TB203）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で上
昇となりました。堅調な米主要企業の決算結果や、
原油価格の上昇等を背景に、前週末から引き続き8営
業日連続で最高値を更新しました。（週末引け値：
22,092.81ドル）

 週間ではNYダウは1.20％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で概ね横ばいと
なりました。低調な米経済指標の発表や米政権運営
の先行き不安等から、週初は円買い米ドル売りが進
行しました。週末にかけては米長期金利の上昇を受
け、円売り米ドル買いが進行したものの、低調な米
経済指標や、トランプ米政権の先行き不透明感を背
景に投資家のリスク回避姿勢が強まったことから、
円買い米ドル売りが進行するなど、一進一退の展開
となりました。（週末引け値：110円65銭～
75銭）

 週間では米ドル/円は0.01％の円安、ユーロ/円は
0.22％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

2/2

15,000

17,000

19,000

21,000

23,000

14/01 15/01 16/01 17/01

ダウ工業株30種平均

（ドル）

（年/月）

（2014年1月6日～2017年8月4日 日次）

110

120

130

140

150

160

80

90

100

110

120

130

14/01 15/01 16/01 17/01

米ドル/円（左軸）
ユーロ/円（右軸）

（円） （円）

（年/月）

（2014年1月6日～2017年8月4日 日次）


